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動脈系化学受容器におけるセロトニン関連分子
The presence of serotonin-related molecules in arterial chemoreceptor
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頚動脈小体は動脈血中の酸素分圧（PaO2）、炭
酸ガス分圧（PaCO2）および水素イオン濃度を感
知する末梢性化学受容器である。酸素分圧の低下
は頚動脈小体の化学受容細胞により感受され、頚
動脈洞神経を介して延髄呼吸中枢へ伝達されて呼
吸調節が行われる。頚動脈小体内における化学受
容メカニズムは、各種伝達物質により調節されて
いるが、その中でもセロトニン（5-HT）は化学
受容機構を興奮性に調節していると考えられてい
る。5-HT関連分子の頚動脈小体における分布や、
頚動脈小体へ入力する支配神経線維との関係性に
関しては不明な点が多い。本研究課題では、頚動
脈小体における5-HT関連分子の形態学的基盤を
解析することにより、化学受容メカニズムの一端
を解明することを目的として、RT-PCR法および
免疫組織化学的検討を行なった。
Wistarラットを実験に供試した。RT-PCR法に
よる検討のためには、前頚神経節および頚動脈小
体からtotal RNAを抽出し、セロトニン合成の律
速酵素であるトリプトファン水酸化酵素（TPH-
1、TPH-2）、セロトニン輸送蛋白であるセロトニ
ントランスポーター（SERT）のmRNA発現を解
析した。また、免疫組織化学的検討では、ラット
をネンブタール麻酔下において4％パラフォルムア
ルデヒド・リン酸緩衝液で灌流固定し、頚動脈分
岐部を採材し、常法に従い10μmのクリオスタッ
ト連続切片を作成した。5-HT、TPH-1、SERT、
ノルアドレナリン合成酵素（DBH）に対する抗
体を用いて免疫染色を行い、共焦点レーザー顕微
鏡で観察した。
RT-PCR法による検討から、頚動脈小体におい
てTPH-1とSERT mRNAの発現が認められたが、
TPH-2 mRNAの発現は認められなかった（図1）。
また、 前頚神経節においても TPH-1 と SERT 
mRNAの発現が認められた。免疫組織化学では、
化学受容細胞に 5-HT、TPH-1、SERT陽性反応
が認められた（図 2）。そのうち、一部の化学受
容細胞は5-HTに対して強い免疫反応性を示した。
頚動脈小体内の血管周囲に分布する神経線維に
は、TPH-1、SERTに対する強い免疫反応性が認
められた。また、頚動脈小体内に分布する神経線
維で認められた SERT強陽性反応は、DBH陽性
反応と共存していたことから、SERT陽性神経線
維は交感神経由来であり、頚動脈小体に分布する
交感神経はノルアドレナリンに加え5-HTによる
調節機序があることが示唆された。
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これらの結果から、頚動脈小体主細胞で合成さ
れる5-HTは化学受容活性の増強に関与している
ことが示唆される。また、頚動脈小体内に分布す
るTPH-1、SERT陽性の神経線維は、前頚神経節
から入力していることが考えられる。
本研究は国士舘大学体育学部体育研究所・平成
29年度研究助成ならびに、一部は日本学術振興
会・平成 29年度科学研究費（基盤研究 C）助成
により行なわれた。
図２　ラット頚動脈小体における5-HT、TPH-1およびSERTの免疫組織化学
　　　➡：化学受容細胞、▼：肥満細胞
図１　 ラット頚動脈小体におけるRT-PCR法による分析. a：TPH1（349）、b：
TPH2、c：18S rRNA（118）、d：H2O、e：SERT（403）、f：18S rRNA、
G：H2O
